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美里町の沿革
令和2年4月1日現在

◆人 口 ２４，236人 ◆６６行政区
◆世帯数 ９，１97世帯 ◆小学校６、中学校３、高等学校２
◆高齢化率 ３４．8％ ◆１６地区社協（小牛田５・南郷１１）

◆位置と地勢
美里町は平成18年１月１日、宮城県北東部に位置

する遠田郡内の小牛田町・南郷町の２町が新設合併
して生まれた町です。
県都仙台市とは40ｋｍの距離にあり、東北本線、

陸羽東線、石巻線が交差する交通の要衝となって
います。２本の国道も走り、交通アクセスのよさから、
仙台市・石巻市・大崎市の通勤圏として定住する皆
さんも多く、宅地開発も盛んです。
気候は冬季の降水量が少なく、降雪期間も比較的短いことから、とても住みよい条

件
下にあります。鳴瀬川、江合川が町内を貫流し、この水利に恵まれた農業が、町の基

幹産
業となっています。土地は平たんで、約75キロ平方メートルに及ぶ町の面積の約70％

を豊
かな水田や畑が占めています。宮城県の食糧基地として、コメや野菜はもちろん、果

樹や
施設園芸も、たいへん盛んです。

２
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～美里町生活支援体制整備協議会と生活支援コーディネーターのイメージ～

生活支援コーディネーター
３



これまで、人が集い・顔を合わせ・ふれあい
交流することで、支え合いの地域づくりを推進。

平成29年度 啓発事業 平成30年度 啓発事業

地域福祉力UP情報交換会
～地域のお宝再発見！～

地域福祉力UP情報交換会
～地域のお宝再発見！～

支え合い情報紙
おげんきですか。

４



しかし、今年はコロナの影響で
人が集い・顔を合わせ・ふれあい

交流することが困難に…。

これまでの方法では
支え合いの地域づくりができない！

社会福祉協議会として
生活支援コーディネーターとして

できることは何か…。
５



6

コロナ禍の取組み その①
例年開催していた「一人暮らし高齢者交流事業“さくら会”」

(春はお花見・秋は日帰り旅行)

今年は、コロナの影響で中止にすることに。

そこで…、コロナ禍のひとり暮らし高齢者の
状況を把握するため、

「アンケート」と「かわら版」の発行を実施。

地域から ご寄付頂いた
手づくりマスクも同封し、

地域と高齢者のつながりをお手伝い。
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～取組み その①の効果～

コロナ禍のひとり暮らし高齢者の生活状況から

①外出自粛によるフレイル予防の必要性

②交流の機会の減少によるつながりの希薄化

が課題であることがわかった。
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コロナ禍の取組み その②

町内の福祉事業所 (有)福寿のリハ職と連携し、

コロナ禍の運動不足解消やフレイル予防を目的に

「らくらく体操」を考案。

広報紙やYouTubeにアップし啓発。
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地域の集まりなどで
介護・フレイル予防の啓発とともに

らくらく体操を実施。
実施後のアンケート結果からも

「これなら自宅でもできそう！」との声が。

～取組み その②の効果～
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コロナ禍の取組み その③

美里町地域包括支援センター・ (有)福寿のリハ職と

タイアップし、いきいき百歳体操研修会を実施。

地域の「やってみたい！」の声を応援！
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～取組み その③の効果～

いきいき百歳体操モデル事業を通して

新たに通いの場ができた。

コロナ禍の生活不活発病やフレイル予防に加え

人と人が交流する場に。

百歳体操モデル事業に取り組む桜木町行政区
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～取組み その③の効果～

健康面の効果を実感するとともに

新たな出会いから 地域のつながりも芽生え

自然と役割も生まれ始めてきた。

百歳体操後のおしゃべりタイム 百歳体操後のレクリエーション



13

コロナ禍の取組み その④

令和元年度に実施した「くらしのサポーター養成講座」

受講者を対象に「情報交換会」を開催。

コロナの影響もあり、①中埣地区、②不動堂・青生地区、

③北浦・小牛田地区、④南郷地区の4会場で実施。
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～取組み その④の効果～

エリアごとに開催したことで、
くらしの環境が同じだからこそ
分かり合えることもあり、

より地域に密着した話し合いを行うことができた。

中埣地区では、地域課題となっている
“移動手段”の問題が話題に。

まずは、今あるものを活用しよう！ということで
“住民バス乗車体験会”を企画。

今後は、地域オリジナルの時刻表を作成する予定。



15

コロナ禍の取組み その⑤

コロナ禍の「地域福祉活動のすすめ方」について

チラシを作成。行政区、地区社協、地域団体、

ボランティア団体などへ配布し周知した。
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「地域福祉活動の進め方ガイドブック」を作成。

活動再開する際に活用できるよう、より具体的な内容に。

再度、行政区、地区社協、地域団体、

ボランティア団体 などへ配布し周知した。

コロナ禍の取組み その⑥
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～取組み その⑤⑥の効果～

少しずつ活動再開に向けた相談も増え、

地域活動が再開し始めた！
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コロナ禍の取組み その⑦

地域活動を再開したグループを取材し、

「地域の“つながる”実践事例」として動画を作成。

地区社協・民児協などの研修や会議で動画を上映。
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～取組み その⑦の効果～

地域行事を中止にした代替えを
みんなで考えることも大切だよね。

中止にするのは簡単だけど、
このままでは地域のつながりが

希薄になってしまう。
何かできないかなぁ。

町内でもいろいろなアイデアで
地域活動を再開しているんだ。
うちの地域でも検討しようかな。

地域の事例に刺激を受けたり、参考にしたり。

地域の活動状況を他の地域へ伝えることで、

様々な波及効果が生まれてきた。
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☆コロナ禍の中で気づいた“つながり”。
コロナ禍の中、改めて人との“つながり”が私たちの生活
を豊かにし、ふだんのくらしの安心につながっていたこ
とに気づいた。

☆コロナに立ち向かう“工夫・アイデア”。
今後は、新しい生活様式を取り入れながら「一人ひとり
が、おたがいに気にかけあい、つながりあう」工夫やア
イデアを地域や様々な団体とともに考え、これからのく
らしに合った新しい支いあいの地域づくりを推進していく。

まとめ


